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1　緒　　言

　これは，日本機械学会関西支部定時総会講演会における講演論文集原稿の見本です．以下の形式で，A4用紙1ページに記入してください．2枚以上の原稿は受け付けません．また，提出期限を厳守してください．

2　執筆方法
　2･1　前刷原稿の形式

(1) 用紙，マージン

・ A4判の白紙に上下各20 mm，左右15 mmの空白をとる．

(2) 表題，氏名，勤務先（邦文および英文）

・ 中央に配列してください．

・ 表題は12ポイント以上の文字を使用し，第１行目中央に邦文・英文の順にお書きください．

・ 邦文表題左の講演番号欄に全角で講演番号をご記入ください．

・ 邦文氏名の右には所属を丸かっこで囲んで略記し，左には会員資格を正・准・学のように書き添えてください．連名の場合には講演発表者の前に○印をつけてください．

・ 英文氏名には所属機関の名称と所在地(筆頭者のみ)を
記載してください．

(3) 本　　文

・ (2)を記述した後に，1行空けて本文を書き始めます．

・ 文章は2段組とし，コラム間隔を10mmとしてください．

・ 文字は9ポイント程度の大きさとしてください．

・ 行間隔は14ポイント程度としてください．

(4) 図表，写真

・ 図表のタイトルならびに説明は英文（図表内を含む）で記載してください（例を参照）．
・ 図表は縮小しすぎると文字が読めなくなります．ご注意ください．

・ カラーの図，表および写真も白黒で印刷します．白黒で識別できるように作成してください．
(5) 文　　献
・ 本文中の引用箇所には，文章の右肩に小括弧を付した番号1) を記入し原著文献を明記してください．文献は末尾にまとめてください．
(6) その他
・ 文字の読みにくい原稿，図や写真等が不鮮明な原稿は書き直していただきます．書き直しを依頼された原稿が所定の期日までに再提出されない場合，発表を取り消されたものとして取り扱います．
　2･2　原稿提出締切

　2013年 1月31日（木）（厳守）
　2･3　原稿送付先

http://www.jsme.or.jp/conference/ksconf13/ にアクセスし，

アップロードしてください．
同時にJSTデータベース登録用抄録もアップロードしてください．
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Fig. 1. Crack propagation behavior.








